
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「卒業から２か月」（進路指導部） 

５月末頃、卒業生の様子を見に進路先（企

業や福祉施設）を訪問しました。 

「新しい仕事も覚えて頑張ってます！」 

「雰囲気に慣れ、表情が明るくなりました」 

「時間を延長することにしました」 

など、うれしい声を耳にしました。 

 その一方、 

「慣れてきて緊張感がなくなっている」 

という話もありました。 

 仕事に目的を持っている生徒は、最後まで

やり遂げようと責任をもって取り組めてい

るなと感じます。 

 もう一つは、元気な挨拶をすることで周り

から受け入れてもらえる雰囲気を作ってい

くことも大事です。 

 さて今年度の進路指導部では、事業所の紹

介など進路選択に際して必要な情報の提供

に取り組んでいきたいと考えています。県外

での現場実習が中止となるなど困難な状況

が続いていますが、進路決定に向け、ご家庭

と協力しながら進めていきたと思います。 
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「第４３回体育祭」（副校長 益田光士） 

先日、高等部（5/22実施）と小中学部（5/29

実施）の第４３回体育祭が新型コロナウイルス

感染症対策として、無観客ではありましたが無

事に執り行われました。例年にない早さの梅雨

入りで開催が危ぶまれましたが、児童生徒や先

生方の想いが天に通じ、好天の下、滞りなく実

施することができました。体育祭当日、児童生

徒はルールを守り、お互いの交流をも深めなが

ら練習の成果を遺憾なく発揮し、一人一人が自

分にできる精いっぱいの表現をしてくれまし

た。その姿は見ている私達に感動を与えてくれ

るとともに、確実な成長を教えてくれました。

児童生徒にとって、きっと思い出に残る素晴ら

しい体育祭になったことと思います。 

体育祭を行うまでの一連の活動は、児童生徒

にとって普段の学校生活では経験しがたい貴重

な体験となります。一方で、先生方にとって

は、体育祭という独特の雰囲気の中で成長して

いく児童生徒を再発見する良い機会でもありま

す。体育祭に限らず、学校には様々な行事があ

り、その一つ一つに目的とその効果がありま

す。今回の体育祭を通して、行事の一つ一つを

再考し、さらにより良いものにしていかなけれ

ばならないと感じました。今後も児童生徒の将

来のより一層の自立と社会参加に向け、全職員

が「チーム中原」として協働して指導・支援、

教育活動に取り組んでいきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。 

「個性がキラリ！」（本校舎小学部１年生） 

本年度４名の１年生が入学しました。「わた

しのはらぺこあおむしをつくろう」では、絵の

具やクレパスを使って自分だけの本を制作し

ました。筆やステンシルで色付けした葉や木は

それぞれの個性が光り、どのページも素敵なペ

ージになりました♪ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こいのぼり制作」（分校舎） 

東佐賀病院内で今年度最初の合同学習会を実施しました。それぞれの病棟で一人一人が作ったこ

いのぼりを持ち寄り、大きいこいのぼりに順番に貼りました。完成したこいのぼりの前で、「こいの

ぼり」の歌をみんなで歌いました。１３病棟は児童の誕生会も行いました。活動中には笑顔が見られ、

楽しい時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「熱き戦い、中原が原の戦い」（本校舎高等部 CD１） 

 今年は 5月の開催に加え、予想以上に梅雨入りが早く、天気が心配な中 

の体育祭開催となりました。練習日は雨が降ることが多く、満足のいく 

練習ができない日が多くありました。しかし、そのような逆境に負ける 

ことなく、赤組・白組の団長を中心に、一生懸命練習に取り組むことが 

できました。 

 体育祭当日は心配された天候も晴天に恵まれ、熱戦が繰り広げられ 

ました。競技前のナレーションの中に、「関ヶ原ならぬ中原が原の戦い」 

という表現がありましたが、まさにその名にふさわしい激戦となりました。 

生徒には、今回の今回の経験を活かして、今後の学校生活に役立ててほしい 

と思います。 

 

 

「体育祭、がんばりました！」（本校舎中学部 CD２） 

今年は 5 月の開催となりましたが、短い準備期間の中で生徒たちは頑張って練習を行いまし

た。本学級は白組でした。本学級から白組の団長に永戸さんが選ばれ、毎日お昼休みに選手宣誓

の練習をして、本番当日は校長先生の前で立派に宣誓を行うことができました。また準備体操で

も、本学級から 4 名の生徒が団の最前列で体操を行い模範を示すなど、それぞれの持ち場で活

躍しました。また中学部ダンスの「ソーラン節」では、スピードの速い振り付けを一生懸命練習

し、当日は白組の最前列でみんなで力強いダンスを披露することができました。 

 

 

「力を合わせてがんばった体育祭！」（鳥栖田代分校） 

 鳥栖田代分校では、体育祭にむけて毎日練習を重ね、本校での合同練習では、小学部、中学部それ

ぞれの種目やダンス、玉入れ、赤白対抗リレーの各種目の練習に取り組みました。願いを込めて作っ

たてるてるぼうず効果か、体育祭当日は天候にも恵まれ、本校の児童生徒と一緒に汗を流し、力を合

わせて優勝を目指しました。 

  


